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研究成果の概要（和文）：本研究は三つの柱を持つ。第一は、「ウエストファリア体制」成立以降の自由と公共
をめぐる西洋思想史研究であって、特に、フランス革命とそれ以後における思想史を文学まで踏み込んで検討
し、適宜国内の公開研究会を通して成果を発信した。第二は、日本近現代における自由と自由の制度化をめぐる
社会科学的思考の展開を明らかにする研究であって、特に、戦前の自由主義および教養主義と戦後の近代的憲法
体制の樹立に重点を置いて行い、これも、適宜国内の公開研究会を実施した。第三は、東アジア思想交流史研究
であって、儒教文化圏と近代立憲主義の緊張という問題を中心に、台湾大学との共同研究を行い、複数回の国際
研究集会を開催した。

研究成果の概要（英文）：This research project contains three sub-projects. The first sub-project 
examines western thoughts on liberty and public after the establishment of the Westphalian 
sovereignty, with a special focus on thoughts after the French revolution that include literature.  
The second sub-project examines social thoughts on liberty and institutions on liberty in modern and
 contemporary Japan. In particular, the focus has been placed on the evolvement of  the liberalism 
and comprehensivism in the prewar period, as well as the establishment of the constitutional system 
in the post-war period Japan. Results and findings derived have been delivered to the general public
 through open seminars and workshops. The third sub-project is “the history of the exchange of 
thoughts in East Asian”, which focuses on the tension between the Confucian sphere and modern 
constitutionalism. A number of international symposiums and seminars have been jointly hosted with 
National Taiwan University on this subject.

研究分野：社会思想史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）研究代表者は、西欧自由主義研究につ
いて、基盤研究（B）「大陸自由主義の存在と
諸形態」（2010-12 年）によって、英仏を中心
とする自由主義研究の射程を拡大すること
を試み、独伊とその周辺地域にまで対象を広
げるとともに、特に、フランス革命以降「ミ
ルとトクヴィル」の時代までについて、コ
ペ・グループを軸に、西欧大陸自由主義の思
想地図作成への見通しをつけた。これをさら
に拡充発展させるという課題が、本研究構想
の直接的背景であった。 
（２）研究代表者は近年東アジアの思想史研
究者と交流を活発に展開しており、「社会思
想史」を日本発の学問として東アジア諸地域
に伝えようと努力してきたが、その機会に西
欧自由主義研究を日本の福沢諭吉から中国
の厳復さらには孫文までのアジア圏に結び
東西比較による自由主義の世界史的展開の
全体図を描く必要性を力説してきた。 
（３）研究代表者は、『自由論の討議空間』（三
浦信孝編、2010 年）の出版に参加するなどし
て、現代自由論をめぐる論争に思想史研究を
結合させる必要性を論じてきた。 
２．研究の目的 
（１）西欧自由主義の研究を大陸自由主義の
諸類型の発見によって充実させてきたこれ
までの研究成果ふまえ、さらに視野を拡大し、
自由主義の複合的文脈とその相互関係につ
いていっそうの究明を図る。 
（２）西欧思想史の 視界をアジアに拡大し、
東西思想史研究の融合を図り、自由主義思想
史の多元的かつ普遍的文脈を求める。 
（３）自由主義の成立を「公共圏」の発展と
相互媒介に把握するというこれまで開拓し
てきた方法を駆使し、その有効性を検証する
とともに、思想の輸入圏においては制度設計
が先行する傾向が伴うという東アジア圏で
の特質を考え、方法としての「公共圏」を「自
由の制度化」の圏域としてより具体化すると
いう展開を図り、これらの有効性を確認する。 
（４）この方法的展開をさらに「自由主義と
自由の制度化の相互作用」という視点の導入
へと高次転位し、これによって、思想史研究
の東西融合を図るとともに、現状制度分析お
よび理論分析を中心とする幅広い社会科学
的研究との連携に道を開く。また、こうした
思想史研究の新地平において、自由をめぐる 
社会科学の論争圏と社会思想史が交錯する
言説空間として、「自由主義と自由の制度化
の多元性と相互作用」と いう公共的圏域を
主題化し、自由主義思想史を学際的視野にお
いて問題提起的に総括する。 
３．研究の方法 
（１）本研究は、調査研究を中心とするもの
であって、学問分野として、西欧思想史、日
本を含む東アジア思想史、現代社会科学の三
つの分野より構成した。これに鑑み、全体を、

「思想史班」と「制度分析・理論化班」とに
分け、それぞれが独自分野の専門性を十分に
発揮し、かつ連携するように活動した。さら
に、これに内外の協力研究者を組織的に結合
し、多様な研究ネットワークを樹立した。 
（２）調査を中心とする研究の具体的守備範
囲を示すために、本研究の方法を実施に移す
具体的組織を記せば、それは、次のようであ
り（◎は班リーダー）、全体の統括を研究代
表者が行うものとした。[思想史班]：◎安藤
隆穂（社会思想史）、大塚雄太（社会思想史）、
川尻文彦（中国近現代思想史）、區建英（東
洋政治思想史）、蔡大鵬（経済理論史）[制度
分析・理論化班]◎愛敬浩二（憲法学）、和田
肇（労働法学）、田村哲樹（政治理論）、小野
耕二（政治学）、杉田敦（政治理論）、梅川佳
子（政治学）。この組織に、それぞれの個人
が持つ内外の研究ネットワークを積極的に
活用した。 
４．研究成果 
（１）欧米自由主義の研究については、第一
に、ウエストファリア体制以来の自由主義と
主権理論の発展とその相互関係の思想史の
読み直しを、「公共圏」という視角から、試
みた。主として松嶌明男北海道大学文学研究
科准教授と同西洋史研究室の助力を得て、ウ
エストファリア体制成立期の「主権」の歴史
的性格についての検討を深めながら、ホッブ
ズとロックにおける「主権」と「自由」の理
論の再解読を試みた。「主権」と自由の対抗
が「主権」内部の位相以上に「主権」を超え
る社会的領域としての「公共圏」という磁場
での緊張であることを明らかにした。 
組織的研究活動としては、成果の発信を兼
ね、水田洋（名古屋大学名誉教授）、山田園
子（広島大学教授）を招へいし公開研究会「ロ
ックと自由主義」（名古屋大学 2017 年）を、
植村邦彦（関西大学教授）を招へいし公開研
究会「市民社会を読む」（名古屋大学、2016
年）を開催した。 
以上の成果は、特に自然権思想の新解釈と
して、社会思想史学会を中心に問題提起する。 
（２）欧米自由主義研究の第二として、フラ
ンス革命前後の西欧自由主義を、「公共圏」
とりわけ「世論」の視点から再認識する試み
を展開した。フランス革命以前の「公論」あ
るいは「世論」の思想史的意義について、安
藤祐介（現立教大学准教授）を招へいし公開
研究会（上記「ロックと自由主義」名古屋大
学、2015 年と合同）を実施するなどし、革命
期については、樋口陽一（日本学士院）を招
へいし、公開研究会「フランス革命と公共圏」
（名古屋大学、2015 年）、「『思想としての共
和国』を読む」（名古屋大学、2018 年）を二
度にわたって実施し、自由と公共の鬩ぎあい
の思想史を開拓した。チュルゴ、コンドルセ、
ネッケルなどの革命以前のフランス自由主
義とイギリス自由主義の比較研究を行い、革
命期フランス自由主義について、ジャコバン
の「公共精神」と対比される独自の「公共」



観を発掘し、あわせて、「公共圏」の発展過
程を確認した。 
 これらの研究を通して、特に、公共圏の思
想史的研究の成果が、憲法学における立憲主
義と主権をめぐる研究に密接につながるこ
とがいっそう明らかとなった。社会思想史や
政治思想史分野のみならず、法学分野へも、
今後積極的に成果を発信していきたい。 
（３）フランス革命後について、革命戦争と
ナポレオン体制期での西欧全体への公共圏
の成立と展開の拡大を意識し、特に、独仏思
想交流の視点を重視して、自由と公共をめぐ
る思想史の文脈を発掘した。コンスタンとス
タールなどのコペの自由主義とカント以降
のドイツ哲学の自由論には共に「世論」と「公
共圏」の歴史的発展が深くかかわったことを、
仏独思想交流の状況とともに明らかにした。 
 この点では、上記の樋口招聘の研究会が重
要であったし、また、工藤庸子（東京大学名
誉教授）を招聘した公開研究会「スタール夫
人と西欧近代」（如水会館、2017 年）を開催
した。工藤『スタール夫人と西欧近代』（東
京大学出版、2017 年）の「デルフィーヌ」論
は、安藤隆穂『フランス自由主義の成立』が
問題提起した「世論の文学」という方法的視
点に応答してくれており、本研究会は、フラ
ンス自由主義と公共圏および独仏交流につ
いて、本研究を総括する機会ともなった。ナ
ポレオン体制の合流する自由主義の多数派
と分岐したコペの自由主義は、ドイツ古典哲
学と文学との思想的交流によって独自の批
判的自由主義を生み出していくのであって、
その経緯と内容を把握しえたことは、本研究
の重要な成果である。同時に、思想史と文学
両分野を横断する課題設定をなしえたこと
も、大きな成果であった。また、スタールの
フランス追放期の軌跡を明らかにする探究
は、フランス自由主義のドイツ思想との遭遇
にとどまらず、ロシア、さらにはイギリス思
想との再合流という問題圏を開拓する機会
ともなった。 
本分野の研究をリードした安藤隆穂と大
塚雄太は、この成果の一部を、日本西洋史学
会 2018 年度大会のセッション「ナポレオン
帝政と公共圏」(2018.5.20)で報告する。な
お、本分野の研究については、とりわけ海外
の研究ネットワークを適宜活用した。主なも
のとして、「ハレ大学啓蒙研究所」(独)、「フ
ランス政治学院」(仏)をあげておきたい。 
（４）「自由の制度化」については、日本近
代の自由主義の歴史研究との緊密性を常に
意識し探求を行った。とりわけ、河合栄次郎
を画期的思想家とする日本における自由主
義と教養主義の展開を中心に、経済、社会、
法と政治における近代化との関連を問い直
した。全体として序論的研究にとどまったが、
それでも、「河合栄次郎研究所」との共同研
究会「河合栄次郎研究」（東京芸術大学、2017
年）の実施を実現したように、日本的自由主
義の屈折をとりわけ社会主義との緊張関係

において明らかにし、また、中野晃一（上智
大学教授）を招聘し公開研究会「立憲主義と
現代」（名古屋大学、2015 年）を実施するな
どして、「自由主義と自由の制度化」の現代
的問題状況の分析を試みた。 
（５）東アジア思想交流史については、台湾
大学高等研究院の黄俊傑教授の研究チーム
との共同研究を積極的に推進した。台湾大学
と名古屋大学を会場として隔年ごとの国際
研究集会を行い、これを目安に、計画的研究
を組織した。台湾の研究チームは主として近
代以前の儒教を中心とする東アジア思想交
流史と台湾地域における近代の自由の制度
化の過程とその特質を明らかにし、これに連
動し、本研究チームは、明治以降の西洋近代
思想の受容、これによる儒教思想の変容と屈
折を主として中国との関連で明らかにし、さ
らにこの過程との関連で、自由の制度化の過
程も追跡した。 
重要な成果としては、第一に、江戸期以来
の儒学の解体過程を安藤昌益など取り上げ
追跡し、日本における自由主義の準備過程を
再解釈したこと、第二に、ホッブズ、ルソー
などの受容史を福沢諭吉や中江兆民による
独自の近代思想および自由の哲学の創造と
の関連で追跡したこと、第三に、日本資本主
義論争から戦後のフランス革命論と市民社
会論の成立と展開に至る思想史の過程を「自
由主義と自由の制度化」に関連づけ、明らか
にしたこと、第四に、東アジア思想交流の重
要局面を構成する、日本の福沢諭吉、中国の
厳福による西欧自由主義の受容を多面的に
検討したこと、第五に、日本を経由しての社
会主義の東アジア圏への屈折的伝播の様相
を追跡したこと、第六に、立憲主義と憲法を
めぐる近代東アジア思想交流を検討し、第七
に、便宜的であるが、労働、芸術の制度化等
をめぐる東アジア的思想磁場の特徴を検証
したこと、以上である。 
実施した研究会は、主なものを記せば、次
のようである。国際研究集会「東亜思想交流
史」（台湾大学、2015 年）を主宰し、名古屋
大学高等研究院レクチャー「東アジア思想交
流史」（名古屋大学、2017 年）を企画した。
また、高等研究院世界連合組織（UBIAS）に
よ り 実 施 さ れ た 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム
「Intercontinental Academia;TIME」の主要
セッション「人文学と時間」を企画し実施し
た。 
台湾大学との共同研究の重要な成果報告
は、国立台湾大学高等研究院発行の「学術論
文集」に掲載されており、また、これまでの
研究の総括論文集を『東亜思想交流史』とし
て中国語で出版することも決定済みであり、
すでに編集作業に入っている。 
なお、この分野の研究については、共同研
究海外ネットワークとして、国立台湾大学高
等研究院のほか、「南京大学高等研究院」(中
国)、「浙江大学社会科学院」(中国)を、特筆
すべきものとしてあげておきたい。 



（６）以上は、研究チーム全体に係る研究活
動とその成果であり、各個人は、この共同研
究を個別研究に積極的に生かし、それぞれの
独自分野でも、個別論文を発表し学会報告な
ども行った。 
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